
ザ
脇元保育所では、ゲー トボールをとお して、地

区のお年寄 りの皆 さんと楽 しく交流をしています。

この日も、ゲー トボール場の草 とりやお昼ごは

んを一緒に食べるなど、にぎやかな笑い声が響 き

わたっていました。
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宮 崎 光 司角 田 亜希子

岩 田 金 光
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6月30日は自動車税の
納期限です

自衛官を募集します

市浦村の人口と世帯数   平成651現 在

受講者の募集
(受講料無料 )

第44回 “社会を明るくする運動"

鴫日、晴れ のち晴れ。
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